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奇跡の音楽教育システム　「エル・システマ」の演奏家がピースボートで来日！
熊本や福島の人々と音楽交流を行います

世界的な注目を集めるベネズエラの音楽教育制度「エル・システマ」の若手グループ「フランシスコ・デ・ミラ

ンダ」のメンバー 23 名がピースボート第 91 回クルーズ世界一周の船旅にて来日します。

エル・システマは今年創立 41 周年を迎え、現在では 70 万人以上の演奏者を抱えるまでに成長し、世界的

有名な音楽家を多数排出、中でも指揮者グスターボ・ドゥダメルはベルリンフィルを率いるなど特に注目を浴

びています。創始者のホセ・アントニオ・アブレウ氏が創設時から掲げているコンセプト「Social Inclusion」と

は、音楽の特性を利用し、いかなる人々も音楽を通して社会に巻き込むという考え方です。そして若者たち

に音楽体験を通じて社会性（忍耐、協調性、自己表現力、喜び）を学ばせてきました。児童保護や犯罪撲滅

などに繋がる「エル・システマ」は国際的に評価され、様々な賞を受賞しています。

来日中は、各所でのコンサートだけではなく被災地熊本や福島の音楽家との交流も予定しています。

7 月 26 日（火）ピースボート帰航時に、来日記者会見を行います。ぜひ、取材をお願いします。

【ピースボート帰航記者会見】
■日時： 2016 年 7 月 26 日（火）　午前 11 時 00 分～

■場所： 横浜大さん橋国際客船ターミナル 2 階右手奥会議室 (横浜市中区海岸通１−１−４)

   みなとみらい線「日本大通り」駅下車徒歩約 7 分 　http://osanbashi.com/

■出席者： 駐日ベネズエラ・ボリバル共和国　特命全権大使　石川成幸

ソプラノ歌手　エリカ・コロン夫人

　　 フランシスコ・デ・ミランダ　ディレクター　アンドレス・ゴンザレス氏　（通訳付き）

　　 フランシスコ・デ・ミランダ 　若手音楽家　2 名（通訳付き）　他

■期　間 2016 年 7 月 26 日（火）～7 月 31 日（日）

7/26　 横浜　 帰港記者会見、ピースボート見送りコンサート、ホームステイ受入家族と対面

7/27　 池袋　 コンサートホールにてリハーサル、東京見学

7/28 勝どき 第一生命ホールにてベネズエラ独立記念コンサート

7/29 熊本　 被災地の視察、”アートキャラバンくまもと”との合同コンサート

指揮者 佐渡裕 率いるスーパーキッズ・オーケストラとコンサート

7/30 福島 相馬にてエル・システマ・ジャパンのメンバーと交流、被災地視察 

7/31　 成田 空路ベネズエラへ 帰国

■取材に関する問い合わせは　

ピースボート事務局　

担当：草深・塚越

携帯：080-3488-0317（草深）　　TEL：03-3363-7561　　

MAIL：leo.kusafuka@peaceboat.gr.jp


